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２．ナショナリズムとグローバリゼーション

－アイルランドのスポーツを例に－ 
坂 なつこ

《はじめに》

GAA（Gaelic Athletic Association、以下 GAA）

が、アイルランドの「ナショナル」なシンボルで

あることを示している理由は、それが象徴的な意

味で「政治的」であることだろう 1)。GAA は、設

立の当初から、IRB（Irish Republican Brotherhood）

との強いコネクションにもかかわらず、特定の政

治団体を支持したことはないし、政治的活動を促

進したこともない。だが、その政治性は疑い得な

い。例えば、最近でも、2006 年 8 月、1981 年のハ

ンガーストライキ 25 周年集会にベルファストの

GAA スタジアム（Casement Park）が使用された
2)。民主統一党（UDP）の G. キャンベル議員は、

「GAA が IRA と関係しているという認識を振り

払おうと努力しても、このような行為はその認識

を強めるものだ」と、グラウンドの使用を批判し

ている。1970 年代には英国軍による占拠という経

験を持つこのグラウンドを使用しての記念集会

は、ユニオニストに対する強い印象を与えるもの

であることは明白だろう。

しかしながら、この「事件」は、GAA 本部とア

ントリウム支部との間に集会に対する姿勢に温度

差があることも示した。GAA 本部は、この事件を、

GAA の「規定」に反して政治的な目的でグラウン

ドを使用したとしてシンフェィン党とアントリウ

ム（カウンティ）支部を批判し、9 月のオールア

イルランド大会決勝へのシンフェイン党議員への

チケット優先販売を差し止めた 3)。ハンガースト

ライキ記念集会の主催者は公式的にはシンフェィ

ン党ではなく、支部としてはシンフェィン党に対

して使用許可を出したのではないともいえる。し

かしながら、記念スピーチが、シンフェィン党の

G. アダムス党首によって行われており、他の党員

やハンガーストライキによる犠牲者の家族も大き

な役割を果たしていた。新聞では支部においても

議論が分かれていたと見ているが、しかしながら、

この「事件」が、アントリウムが北アイルランド

の一部であるという地域的、政治的特質を如実に

あらわしているといえる。

GAA 本部のこのような反応は、彼らが特定の政

治団体とは関わらないという従来の「規定」を繰

り返すものである。しかしながら、UDP による批

判を受けるまでもなく、GAA はその設立の当初か

ら、アイルランド島の統一を追求し、英国の文化

支配から脱するという目的を掲げてきたのであ

り、そこではナショナリストの政治的取り組みと

は容易に重なり合うのである。

だが、他方で、GAA 本部による反応はまた、ス

ポーツとしてのゲーリックゲームスという側面を

強調するものになっているとも思われる。「英国

スポーツ」への抵抗から生まれ、「アイルランド

島におけるカソリック教会に次ぐ巨大団体」（ク

ローニン）であるアマチュアスポーツ組織 GAA

であるが、近年では、グローバル・メディア・ス

ポーツとなったサッカーやラグビーとの、「再度」

の競合関係にある。そのなかで、GAA は「伝統的」

であるというだけではその存在の維持が困難にな

ってきているという側面がある。

ここには、GAA が喧伝してきた「ナショナルな

もの」のゆらぎを見ることができるのではないだ

ろうか。急激な社会経済の変化を経験しているア

イルランドにおいて、ゲーリックゲームスのさま

ざまな場面においても、「古いアイルランド」と

「新しいアイルランド」の葛藤がみられるともい

えるだろう。しかし、他方で、「ナショナルな」

文化の象徴としての GAA があらわしてきたのは、

はたして単一なナショナルアイデンティティだっ

たのか。 

本稿では、「古いアイルランド」の象徴とされ

てきた GAA が、どのようにナショナルアイデン
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ティティを担ってきたか、またグローバリゼーシ

ョンと「新しいアイルランド」の進展を背景に、

どのような変化を被りつつあるのかについて考察

する。

《GAA》

GAAは、1884年に、M. キューザック（Cusack：

1847-1906）の呼びかけにより、アイルランドの「伝

統的なゲームや娯楽」を守るための全国的な組織

として設立された 4)。しかし、それは単なる文化

復古主義ではなく、19世紀のアイルランド独立運

動を背景に、生活習慣の英国化への反発の表明で

あり、英帝国支配への抵抗であったといえる。大

沼は、キューザックの力点が、英国スポーツに対

峙する意味でのアイリッシュ・スポーツの振興に

あったとし、そのため「アイリッシュ・スポーツ

という主張自体、自他の区別意識を明示し、GAA

の設立とゲーリック・スポーツの誕生が、直ちに

アイルランド内における、英国スポーツと対抗す

ることになった」としている 5)。このような文化

のイギリス化への抵抗は、スポーツの場面にだけ

生じたものではなく、アイルランド史においては

文学や言語の復興運動としてのゲーリックリバイ

バル運動がよく知られている 6)。だが、GAA の特

色は、大沼の次のような叙述に見ることができる。

「GAA の社会的基盤は農村部の農民や職工であ

った。ダブリンに暮らす裕福なプロテスタントを

中心としたスポーツという当時のアイルランドの

スポーツ事情に照らしていうならば、それは、地

理的にも職業的にも宗教的にも周縁化されていた

人々ということができる。GAA は、これらの人々

をゲーリック・スポーツの復活・保護・育成を通

じて組織化していった」7)。文学や言語運動を担

っていったのがアングロアイリッシュや知識人層

であったのと対照的に、ゲーリックゲームスでは、

周縁化された人々を吸収し、階級横断的な普及に

より、大衆的基盤を獲得することができたといえ

るだろう。

他方で、GAA は、アイルランド各地に伝統的に

行われていた地域のゲームやルールを GAA ルー

ルに統一することで、その組織を確立していった
8)。そこには、キューザックの反英国を掲げなが

らも英国スポーツにおけるアスレティズムに傾倒

し、近代スポーツの要素を取り入れていく過程を

見ることができる 9)。だが、そのような近代的な

志向は、GAA を特徴づけるものの一つといえる

「Ban（禁止条項）」についてみてみるときに、

影を潜める。特に 1971年まで続いた「英国スポー

ツ」（サッカー、ラグビーなど）の禁止、また 2001

年に廃止された、北アイルランド保安部隊、英国

軍隊で勤務した経験のあるものについてゲーリッ

クゲームスの参加禁止（ルール 21）は、GAA が

いかに強く 19 世紀の反英的ナショナリズムを理

念として保持してきたかを捉えることができる。

「Ban（禁止条項）」の歴史的変遷について、

石井は、禁止条項の意味づけが GAA において当

初から政治的で一貫していたわけではないことを

示している。反英国ナショナリズムの昂揚だけで

はなく、GAA の国内における他スポーツ組織との

競合関係も指摘されている 10)。だが、例えば IAAI

［アイルランドアマチュア陸上競技協会］との権

力闘争に基づいたものでも、GAA が「アイルラン

ド的なるもの」を独自に差異化させようとしてい

たことは指摘されうる 11)。

この点に関して、厳しい批判は M. クローニン

（Cronin）によってなされている。クローニンは、

「古いアイルランド」と「新しいアイルランド」

の対比において、GAA が、「ルール 21」や「ル

ール 42」（「英国スポーツ」による GAA グラウ

ンドの利用禁止）を保持しているために、「植民

地の言語を保持し続けるだろう」とする 12)。

クローニンは、ポストコロニアルの過程を、ネ

ーションへむかう道筋として、植民地化→復活→

ナショナリズム→開放・自由化→ネーションとし

て、この過程に依拠して、GAA が「いまだに F.

ファノンの旅に捕らえられていて、開放とネーシ

ョンの間のどこかにいる」とするのである 13)。

《「古いアイルランド」と GAA》

あくまでも GAA は統一アイルランドの擁護者
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であった。そのような態度は、現在の北アイルラ

ンドとの関係では排他性を伴うものとなる。クロ

ーニンは、このような GAAの 19世紀後半の「植

民地的目的」が、20世紀になっても貫かれている

ことを指摘する。そして、「一つのアイルランド

の伝統文化」を追求し続けたこと、それの「避難

場所」（根拠）となりつづけたことが、アイルラ

ンド島の分離を促し続けたとするのである 14)。

1970 年代に噴出する北アイルランドにおける

暴力やテロリズムは、アイルランドにおける英国

支配の歴史が依然強く意味を持つことを伝えてい

る。ここにおいて、GAA はどのような役割を担っ

てきたのだろうか。クローニンは、多くの生活の

諸相が破壊され、他の伝統の暴力的な擁護者との

接触の潜在的な脅威に巻き込まれてきた北アイル

ランドにおいて、GAA は、カソリック住民の安全

な避難所としてみなされてきたとする。ここでは、

マイノリティのカソリックやナショナリストの住

民が、一つのアイリッシュ・アイデンティティの

包括性と追求のために、他の伝統を排除すること

を選んできたのである。そのアイデンティティと

は、非常に完璧に GAA のスポーツや文化によっ

てカプセル化されるものである。そのような分離

こそが、GAA の公式的政策によって強要され、支

えられてきたのであり、GAAの本質は、常に、分

離した生来のアイルランド文化を保護し、「32カ

ウンティのアイルランド」を統一するという仕事

をするためのアイルランド人の権利擁護への参与

を含んできたのである、とするのである 15)。

GAAの立場は、毎年刊行される「オフィシャル

ガイドブック」に示されている 16)。そこには、ま

ず、活動の基礎的な目標（Basic Aim）が宣言され

ている。「本アソシエーションは、全国組織であ

り、その基本的な目的はゲーリックゲームスや娯

楽の保護と促進を通して、32カウンティにおいて

ナショナルアイデンティティの強化を図るもので

ある」17)。さらに、付帯的な目標として（Additional 

Aims）、そこにおいて育成と保護の対象となるの

は、スポーツだけではなく、伝統的アイリッシュ

ダンス、音楽、歌、それ以外のアイルランド文化

の諸側面、さらにコミュニティ精神やナショナル

な意識の活性化を、それらのクラブを通して育成

することとするのである 18)。

重要なのは、『ガイドブック』において「非政

党／非宗派支持（Non-Party/Non-Sectarian）」を掲

げている点である。つまり、どの特定の政党も、

特定の宗派も GAA は関与しないという宣言であ

る 19)。だが、指摘するまでもなく、基本的目標と

して「32カウンティ」を基礎とするという宣言は、

「統一アイルランド」の追求を意味しており、そ

のためカソリック・アイルランドの支持、さらに

は反英国という意味での反プロテスタントを明言

するということでもある。このような政策の追求

が、クローニンによって「ユニオニストのオレン

ジオーダーによる毎年の示威的パレードと同様

に、GAA もまた同じシンボリズムを持っている」

とされる 20)。1998年、聖金曜日合意を経て、GAA

はルール 21の継続について議論したが、非公開の

投票によって多くの賛成を得てそれを保留するこ

とにした。このことはメディア、政治家らから強

い批判を浴びるものとなった。GAA は、「新しい

平和なアイルランドにおける後ろ向きな社会のの

け者」のままだったのである 21)。

このようなクローニンの見解に対して、A. ベア

ナー（Bairner）は、ナショナルアイデンティティ

の多層性を強調する。ベアナーは、「未完成の仕

事という問題が、GAA という国内最大のスポーツ

組織内部と同様に政治的ナショナリストの意見に

おいても重くのしかかり続ける間は、ナショナル

アイデンティティの根本的な変容について語るこ

とは困難である」とする 22)。ベアナーは、アイル

ランドにおけるポストコロニアルの問題は、地理

的近接性、ヨーロッパ内における植民地という特

質が、他の植民地とは異なる議論の複雑さをもた

らしているとする。とりわけ、歴史的にエリート

層が同じ社交界を形成しており、その影響が強く

及ぼされたスポーツの場面には、その複雑性、ア

イルランドのナショナルアイデンティティの多層

性が、顕著に表れるといえる。
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《スポーツにおけるナショナルアイデンティティ》

サッカーでは、北アイルランドチームと共和国

チームが、ラグビーでは統一チームが編成される

ことは、この国のナショナルアイデンティティに

異なる意味を与えているといえる。

GAAだけではなく、スポーツがアイルランドに

おいて放つスペクトラムの他方には、北アイルラ

ンドのサッカーチームが表象する「筋金入り

hard-line」のプロテスタント・ユニオニズムがあ

る 23)。カソリックの参加はほとんどなく、観客は

カソリックのプレイヤーが彼らのチームに選出さ

れるのを嫌悪している。特に伝統的なカソリック

のクラブ、とりわけグラスゴー・セルティック（ス

コットランドリーグ所属）のようなクラブでプレ

イしていた場合は非常に強い嫌悪感を示すといわ

れる 24)。だが、共和国のサッカーチームが、もっ

とも成功したのは 1988 年のヨーロッパ選手権、

1990、94年のワールドカップであった。これらは、

アイルランド系とはまったく縁がないイングラン

ド人によってマネジメントされたチームであり、

選手のほとんどがイギリス生まれのアイルランド

人であった 25)。ここでチームやそれへのサポート

が示しているアイデンティティを、L. アリソン

（Allison）は「コスモポリタン、都会、モダン、

軽薄、そしてイングランドやアメリカのポップカ

ルチャーへの強い親和性であり、イングランドの

エスタブリッシュへのそれではない。サポーター

は、強くアイリッシュディアスポラに一体感を持

っており、カソリックの田舎のアイルランドへで

はない」とする 26)。アリソンは、1995年には離婚

をめぐる国民投票のキャンペーンについて言及

し、そこでは「古い」アイルランドと「新しい」

アイルランドへの深い分断への議論があったこと

とする 27)。そこにおいて、「GAA が『古い』ア

イルランドをイメージするものであるとすると、

サッカーチームは、『新しい』アイルランドのイ

メージと強く結びついている」とするのである。

そこには、1992／93年のシーズンから開始された

イングランドのプレミアリーグの影響をみること

ができるだろう。サッカーは「英国軍隊のスポー

ツ garrison sport」としてより、むしろメディアを

通して伝えられるグローバルスポーツとして受容

されていくといえる 28)。

対してラグビーは、統一チームを編成しており、

異なるアイデンティティを表現する。アリソンに

よれば、サッカーの宗派性とは対照的に、アイル

ランドのラグビーは、比較的超然としており、「西

のイギリス人」のサポーターは、アイルランドの

政治が暴力にコミットすることをアナクロニズム

でむしろ恥ずかしいことだと思っている。それは、

ラグビーが、中産階級に支持されることからきて

いる。彼らは、上流階級が行うスポーツと考えら

れるゴルフやフィッシングも同様に行う傾向にあ

る。ラグビーの他には、クリケット、ホッケーが、

統一チームを持っており、それらのスポーツは、

主としてトリニティ（ダブリン）などのカレッジ

で行われていたために、プロテスタントかカソリ

ック中流階級に好まれたスポーツであるといえ

る。そこには、宗派的違いよりもむしろ、階級的

違いが反映しているといえる。アリソンは、国境

を越えた接触をよしとしている彼らにとって、政

治的、宗教的理由により他者を排他的に扱うこと

はないとする 29)。だが、その連携は「中産階級内

部での水平的な結合であり、階級を縦断する形の

垂直的統合が図られるわけではない。また北アイ

ルランドでは、階級関係が宗教的差異と連動する

ため、学校システムを通じてラグビーが中産階級

によって占められるという状況が再生産される」

のである 30)。

ラグビー協会が南北統一であるのは、その階級

性ゆえに、当初から政治的な中立性を保持してい

たからといわれている 31)。しかし、そのラグビー

が、ナショナリズムと対峙したのが、ワールドカ

ップ開催の時であった。ベアナーは、アイルラン

ドにおけるそれぞれのスポーツが抱えている状況

がそれぞれのアンセムに象徴されていると論じた

が、ラグビーにおいてナショナルアイデンティテ

ィの問題が表面化したのもアンセムであった。

GAA では、試合を行う際に共和国国旗が掲げら

れ、共和国国家「Amhrán na bhFiann（Soldier's 
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Song）」が演奏される。それが共和国側で行われ

るときと、アルスターの北アイルランドで行われ

るときの直接的、象徴的意味は、全く異なるもの

であることは容易に想像しうる 32)。

1995 年のラグビーワールドカップ南アフリカ

大会に際して採用されたラグビーアンセム

「Ireland's Call」は、英語で書かれ、歌詞にはアイ

ルランドの 4 つの地方（すなわち全アイルランド

島を示す）の名前が盛り込まれたものとなった。

これは「Amhrán na bhFiann（Soldier's Song）」が、

アイルランド語で書かれ、英国の植民地支配への

抵抗を歌っていることから、北アイルランドから

選出されたプレイヤーや、その背後の北アイルラ

ンド社会を配慮して新たに採用されたものであっ

た 33)。当時の北アイルランド問題を背景に、「統

一平和」の象徴ともとらえられたラグビーチーム

であったが、「国際大会」においては、分裂を抱

えた社会の矛盾が露出する場となったといえる。

《ナショナルアイデンティティの形成》

文化ナショナリズムについての議論で、吉野は、

「ネーションとナショナル・アイデンティティの

創造を目指す『創造型』」と、「すでにネーショ

ンとして確立している状態でナショナル・アイデ

ンティティの維持、促進、強化を志向する『再構

築型』」を理念型として提示した 34)。福岡は、吉

野のこの理念型を用いアイルランド語を巡る状況

を文化ナショナリズムの変容の過程で捉えている

が、ここで、福岡は、M. ビリク（Billig, 1995）が、

高揚しているナショナリズムとは別に、確立され

た民族を再生し続ける日常的な習慣となった「凡

庸なナショナリズム Banal nationalism」と呼んだ

ことに着目している 35)。そして、吉野の「創造型」

から「再構築型」の過程、あるいは「熱い」ナシ

ョナリズムから「凡庸な」ナショナリズムへの移

行を、単なるナショナリズムの衰退あるいは形骸

化として捉えるべきではないとする。なぜなら、

「両者の間には、一つの民族であることを要請し、

奨励するものとして確かに連続性が見られる」か

らである 36)。福岡は、ビリクを引用し、その過程

を次のように説明する。「国民国家が主権を持っ

た独立国として確立し、内部からの挑戦にほとん

ど直面していないのであれば、かつては意識的に

表示されたであろう、民族の諸シンボルは、視界

から消えはしないが、代わりに確立した母国の環

境に吸収していくことが予想される。これが、シ

ンボルに対する意識の高さから意識の薄さへの変

化である」37)。そのようなシンボル化されたナシ

ョナリズムは、旗や装束、音楽、そしてスポーツ

や儀式など、文化の諸形態において日常生活に紛

れ込み、ルーティン化していくのである。

ポピュラーカルチャー研究において、スポーツ

と「熱い」ナショナリズムの関係は、吉見が述べ

るように「あまりにも自明」なものであったかも

しれない 38)。しかし、福岡が示すように、文化ナ

ショナリズムはむしろ日常生活において、ナショ

ナルなものの創造と再生を繰り返し、ルーティン

化していく過程、すなわち「自明になり、ありふ

れたもの（凡庸）になっていく」過程に着目する

必要がある。T. イーデンサー（Edensor）は、従

来の文化ナショナリズム論においては、例えば、

B. アンダーソン（Anderson）はその洞察において

アイデンティティ化の現代的な形式を取り扱わな

かったし、また、GAA についても論じている J.

ハッチンソン（Hutchinson）は、文化ナショナリ

ズムを純粋な制度的運動と理解したとしている
39)。それに対し近年のナショナリズム研究におい

て、注目されているのは、ナショナルアイデンテ

ィティの分析がポピュラーカルチャーや日常生活

に位置づけられる研究であるとした 40)。そこにお

いてビリクが指摘した日常生活へのナショナリズ

ムのルーティン化は、重要な指摘であるとする。

だが、GAA というナショナリズムの象徴が、「ル

ーティン化」するのは、共和国においてであって、

北アイルランド地域ではないといえる。「国民国

家が主権を持った独立国として確立」するのは南

の共和国であるが、そこには英国に従属されたま

まの北部アイルランドが存在するために、主権国

家でありながら常に「内部からの挑戦」にさらさ

れ続けているといえる。そのため、北ではむしろ、
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GAAは「熱いナショナリズム」を表象し続けてい

る。福岡は、アイルランド語に見られる文化ナシ

ョナリズムの変容の過程において、「創造型」か

ら「再構築型」への非連続性を考察した。だが、

アイルランドのナショナリズムのプロセスは、ス

ポーツの諸相においては、常に「創造型」と「再

構築型」のナショナリズムが相互に関連し、葛藤

しているということができるのではないだろう

か。 

ベアナーは、アイルランドにおいて「ポスト

コロニアル」を論じることは危険をはらんでい

るとする。それは、すでに述べたように、地理

的近接性とともに、アイルランド社会に根づく

「Britishness」や「Englishness」を区別するこ

とが、他の植民諸国と比しても困難であるとい

うことが挙げられる。そして現在でも北アイル

ランドの存在のゆえに、クローニンが論じるよ

うに南のアイルランドが「新しいアイルラン

ド」を確立しているとしても、「コロニアルと

ポストコロニアル」の時代の区切りをつけるこ

とは、やはり困難を伴うといえるのである 41)。

《「新しいアイルランド」と GAA》

ルール 21が廃止されるのは、聖金曜日合意から

3年を経て、ようやく 2001年になってからであっ

た。そして、さらに、4年後の 2005年には、ルー

ル 42 が、一時的という限定付きながら、2007 年

に解除され、クロークパークでラグビーの 6ネイ

ションズが行われることが決定した 42)。

すでに GAA の専用グラウンドであるクローク

パークは、2003年のスペシャルオリンピックの会

場になったり、有名歌手（アイルランド人に限ら

ない）のコンサート会場となったりしている。ま

た、近年、さまざまなイベントや展覧会の開催、

ホテルの併設など、周辺の土地開発も含め、いっ

そうビジネスパーク化が進行しつつある。GAA が

FAI（アイルランドサッカー協会：共和国）や IRFU

（アイルランドラグビーユニオン）に対して、ど

れほどの貸与料を請求するかという点も、関心を

呼んでいる。そのような意味で、クローニンが指

摘した「古いアイルランド」を象徴的に担ってき

たゲーリックゲームスのグラウンドや、GAA は、

1990年代以降、大きく変化してきたといえる 43)。

GAAがアイルランドの伝統文化の「担い手」を

追求している姿勢は、GAA が「GAA アイルラン

ド語用語辞典」がつくられていることからも読み

取られる。これは、引退が近いプレジデントの S. 

Kelly はコメントに寄せて、アイルランド語を

GAAのゲームにおいてだけではなく、広く学びた

い、ビジネスに生かしたいという声を受けて作成

したとしている 44)。だが、このことをもって、GAA

が単に「古いアイルランド」を象徴するだけであ

ると読み取るのは、文化ナショナリズムの特質を

考えた場合、狭すぎる見方であろう。ここには、

近年、広がるアイルランド語への関心の普及を含

めた新しいナショナリズムの興隆の一端を読み取

ることも可能であろう 45)。あるいは、このような

試みは、他方では、近年増加しつつある、外国人

移民へのガイドブックともなりうるかもしれな

い。2006 年 FIFA ワールドカップドイツ大会にお

ける、移民社会と受け入れ社会とのナショナリズ

ムの諸相の変化と同様に、1990年代の「ケルティ

ック・タイガー」の時代を経て、アイルランド社

会では、新しい問題としての「流入移民」問題が

顕在化しつつある 46)。

吉見は、「結局のところ、ありふれた多文化状

況がグローバルに経験されている今日、トランス

ナショナルなメディア文化の中でのイメージの大

衆消費は、国ごとの境界線を再確認するマルチナ

ショナリズムを強化する方向にも、現実のハイブ

リッドな状況の中でのバランス感覚を育む方向に

も作用するのである」とする 47)。

「ありふれた多文化状況」に突入しつつあるア

イルランド社会において、その社会の変化ととも

に、「伝統文化」を「ナショナルアイデンティテ

ィの維持」機能として提示してきた GAA は、今

後どのような変化を迫られるか。それを読み解く

ためには、GAA を単純なアイルランドナショナリ

ズムの担い手として捉えるだけでは足りないだろ

う。ベアナーが指摘したように、GAA が表象して
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きたのは、多層的で構築的なナショナルアイデン

ティティでもあったといえるからである。

文化ナショナリズムを捉える場合、「いずれも、

トランスナショナルなアイデンティティやエスニ

シティの構築とその分析がいかにナショナルと同

質の排他的な枠組みの中で行われがちであるかに

注意を促したうえで、そこには収まりきらない『ハ

イブリッド』な生きざまと実践、トランスナショ

ナルなつながり、そしてマルチカルチュラルな状

況が日常において生成している状況を、ナショナ

ルを越えた認識論的枠組みから捉え直し、またそ

れを通じてそうした枠組みを構築していく必要

性」を追求していくことが重要であろう 48)。そこ

にこそ、日常生活においてルーティン化されてい

くさまざまなナショナルなアイデンティティの葛

藤を捉える契機が潜んでいるのではないかと思わ

れる。現在、グローバリゼーションによって新た

な社会変容を経験しつつあるアイルランドにおい

て、ナショナルなものがどのように形成されてい

くのかは今後の課題となる。
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